
 

                 会派「流政会」視察報告書            大塚 洋一 

１ 会派名 流政会 

２ 期間 平成２７年７月２１日（火）～２２日（水）  一泊二日 

３ 視察先及び視察項目 

（１）大阪府箕面市 ７月２１日１３：３０～       ・子育て応援幼稚園について 

（２）大阪府大阪市天王寺区 ７月２２日 １０：００～  ・「あなたの声をつなげ隊」施策について 

 

４ 所感等 

（１）【箕面市】  子育て応援幼稚園について   

●市の概要 

 ■人口 １３２，８２２人（平成２７年６月末現在）（※流山市 １７３，７８９人（平成２７年７月１日現在）） 

 ■面積 ４７．９ｋ㎡（※流山市 ３５．３２ｋ㎡） 

 ■特徴  

・箕面市は、大阪の北部、明治の森箕面国定公園や山々の麓に広がる住宅都市。 

  ・「子育てしやすさ日本一」を掲げ、子育て世帯のかたを中心に、住みよい環境を整えている。幼稚園での預 

かり保育（子育て応援幼稚園）の他にも、全ての小中学校通学路に防犯カメラを設置（７５０台、1校あ 

たり５０台もの設置は全国トップクラス）、小中学校全学年で英語教育を開始している。 

  ・２０１４年「住みよさランキング」大阪府第１位、全国第２６位（全国７９１都市中）。 

  ・電車で梅田駅や新大阪駅には約３０分、大阪空港には約２５分で到着。車で大阪市内に約２０分である。 

・２００８年８月に第１５代箕面市長に就任した倉田哲郎氏は、就任時３４歳2か月で全国最年少市長とな 

った。元総務省職員であり、国の社会資本整備総合交付金を活用し、２０２０年には北大阪急行線の延伸 

の事業化が決定し、今後新たに２つの駅が誕生する。 

・倉田市長就任後、過去最悪となっていた経営赤字を、職員給与の削減や事務事業の大胆な見直しなど徹底 

的な行財政改革により大きく体質改善し、完全黒字を達成した。 

 

●視察の目的 

・幼稚園での預かり保育（子育て応援幼稚園）の補助金施策による待機児童の減少策について視察する。 

 

●子育て応援幼稚園について。 

■制度内容 

＜特徴＞ 

・待機児童対策としては新しく保育所を作るのが一般的な流れだが、箕面市の場合、平成２３年度に「子育て応

援幼稚園」をスタートさせ、待機児童対策として大きな転機となった。「子育て応援幼稚園」とは幼稚園にだけで

はなく保護者に対する補助金を出すというのがユニークである。箕面市が独自に定めている条件をクリアしてい

る幼稚園を子育て応援幼稚園と認定し、そこに通園する児童の保護者には全員に年額１５万６千円以上の補助金

を交付するという制度である。幼稚園を利用して働くという新しいスタイルである。 

 

＜条件＞ 

・箕面市が定めている子育て応援幼稚園の条件 

① 時間 ・朝８時から夕方６時まで通常の保育時間と預かり時間を合わせて１日１０時間以上 

② 日数 ・年間の預り保育を閉鎖する日にちは年度内１５日以内であり、夏休み冬休みも含めた 

通年、安定した預かりを実施している。 

 

＜対象者＞ 

・満３歳児及び３歳児から５歳児を私立幼稚園に通園させている保護者や園児とともに箕面市に住民票を有し、

居住の実態があるかた。 

 

＜補助額＞ 

・補助金の額は公立幼稚園と同額の保育料になるよう補助する。 

 

＜就労の有無＞ 

・子育て応援幼稚園に該当する幼稚園に通園している方は就労の有無は関係ない。保育所だと雇用期間が切れた

ときは退所せざるを得なくなり、児童の友人関係も変わってしまうが、子育て応援幼稚園であれば環境を変える



必要はない。就労していない時期は預かり保育を利用しなければすむ。 

 

■今までの課題 

＜保護者＞ 

・短時間のパートで仕事がしたいが幼稚園は夏休みがあるので保育所に申込みせざるを得ない人がいる。実家が

遠方で育児に関してサポートがない人がいる。子供の人見知りが激しいので慣れてから年度途中で仕事を見つけ

たいという人がいる。私立幼稚園では３歳から預けられるが費用が高い。 

 

＜行政＞ 

・待機児童対策は箕面市にとっても大きな課題である。制度開始当初は待機児童対策ということだったので、就

労をしていない方に補助を出すことに厳しい意見もあった。子育て応援幼稚園が支持されたことの副作用として、

公立幼稚園の園児数が減少した。（公立は４歳からの２年保育なので保護者からのニーズに応えきれない） 

 

＜幼稚園＞ 

・平成２３年度のスタート時、私立幼稚園との摩擦は相当あった。それまで私立幼稚園では、預り保育を行って

いる園もあれば行っていない園もあり格差があった。子育て応援幼稚園になるにあたって悩まれた幼稚園も多か

ったが、それまでの幼稚園から一歩踏み出した新たな取り組みとして協力を求めた。 

 

■経緯 

＜発端＞ 

・子育て応援幼稚園の開始以前、箕面市は公立幼稚園との格差是正という設定で、私立幼稚園の４～５歳児の保

護者のみに１２万円の補助金を交付していた。箕面市の全ての施策を見直すプランがあり、格差是正のために補

助金を出すのを見直す指示が出た。待機児童対策と格差是正の意味合いを持つ子育て応援幼稚園に通園している

児童の保護者に補助金を交付する制度となる。 

 

＜ターゲット＞ 

・ターゲットになる就労世帯については、当初の予定通り短時間パートの人が多かった。逆に予想していなかっ

たのが、両親共働きで幼稚園教育を受けさせたいという希望を持つ世帯が思った以上に多いことである。 

 

＜ニーズ＞ 

・ハードな就労をしていて保育所が必要な人も一定数いるが、就労だけでなく、保育所等に子供を預けて子育て

をしながら社会参加をしたいというニーズがあった。以前は箱物を増やしていくというプランであったが、保育

所の数を拡大するのではなく、保護者のニーズを整理することで保育所の待機という形で現れていたニーズを分

散させることにした。 

・０～２歳までは家庭での子育てをしっかり支援し、子育ての負担を軽減する。３～５歳については子育て応援

幼稚園に預けて充分仕事や社会参加をしてもらうことにした。 

 

＜行政＞ 

・箕面市では、平成２４年４月時点で国の定義による保育所待機児童ゼロを達成したが、さらに求職中や認可外

保育所利用なども含めた全ての待機児童ゼロを目指した。平成２４年実施のアンケート調査では、保育所入所要

件である週４日以上の就労をしているが、幼稚園教育を受けさせたいとして子育て応援幼稚園に通園させている

保護者が約３３０人（保育所３か所分）いる。 

 

＜民営化＞ 

・公立幼稚園でも就労可能な制度にしてはどうかという検討を行ったが、子育て応援幼稚園が浸透してきている

し、財政的に比較しても公立では市の負担が大きくなるので、民間の活力を拡大していこうということになり、

公立幼稚園の民営化も行っている。 

 

＜国の視察＞ 

・平成２５年、内閣府と厚生労働省が箕面市の幼稚園での就労支援を視察した。その時幼稚園での就労のメリッ

トが評価された。新制度の検討に協力できたのではないかと思う。 

 

■メリット 

＜幼稚園＞ 



・就労世帯の児童の入園も増え、各幼稚園も預かり保育を利用する人数も安定しているので、スタッフの配置や

料金設定などに見通しが立てやすい。 

 

＜保護者＞ 

・子育て応援幼稚園の預かり保育については、別途、園が定める預かり保育料を負担するが、必要な分だけの預

かり料金なので保護者の方でコントロールしやすく、保育所の保育料よりかなり低額になる。子育て応援幼稚園

では体操やピアノなど習い事もできるので、保護者も仕事をしながら子供にそのような経験をさせてあげられる

という評価が高い。 

 

＜行政＞ 

・財政的な負担を比較すると、私立幼稚園の場合、１人の補助金が高額なのでかなりの財政負担のように見える

が、待機児童対策からみると非常にメリットがある。税支出の低い私立幼稚園を活用することで、保育所の新設

などによる経費の増大を軽減し、その分のお金で幅広い子育て施策の充実を図ることができる。平成２３年度の

計画では、子育て応援幼稚園施策を行うことにより、平成３２年度には、保育所と幼稚園にかけている税支出を

トータルで年間２～３億円圧縮可能としている。 

 

■現状と今後 

＜市民に対して＞ 

・平成２３年度に子育て応援幼稚園を開始し今年で５年目であり、一般的に箕面市民には浸透している。 

 

＜子育て応援幼稚園＞ 

・箕面市内の私立幼稚園と認定こども園は、すべて子育て応援幼稚園である。又、近隣市にもたくさんの子育て

応援幼稚園がある。 

 

＜保護者＞ 

・保護者は、子供が急病の時にすぐに迎えに行くことができる職場近くの保育所を選び、３～５歳児の就学が近

くなってくる年齢になると、友達と集団で登校するので就学予定の小学校に一緒に行く子どもが多い幼稚園を選

ぶ。 

 

＜幼稚園＞ 

・幼稚園とは最初はかなりやり取りがあった。市としても条件を見直すなど苦労したが、現在では連携がとれて

いる。当初は一番いろいろ言っていた幼稚園が今は他市の幼稚園の情報を寄せてくれる。 

 

＜子ども子育て支援制度＞ 

・平成２７年４月から「子ども子育て支援制度」スタートした。基本的に国が進めている「認定こども園制度」

は幼稚園でも就労するという制度であり、箕面市でも私立幼稚園のうち新しく２園が認定こども園になる。０～

２歳児までの認可外の保育所が新制度で小規模保育所として認可されると保護者も安心して利用できる。新制度

では保育所でも幼稚園でも小規模の施設との連携が大きな要素としてある。 

 

■所感 

・流山市では、平成２７年３月に「子どもをみんなで育む計画（流山市子ども・子育て支援総合計画）」を作成し、

着実に子育て支援を行っている。千葉県下トップクラスの保育所整備（公立５か所、私立２５か所）を行ってお

り、定員も平成２１年度には１,６６９人が平成２６年度には３,０９１人まで拡大している。幼稚園整備（公立１

か所、私立１０か所）も充実している。また、南流山駅、おおたかの森駅に送迎保育ステーションを展開し、積

極的に保育施策を行っている。このような施策により、年少人口（１５歳未満）は平成２１年度２１，６４０人

から平成２６年度には２４，０１７人となり、２，３７７人増加している。ただ、平成２６年４月１日の保育所

の待機児童は６８人である。 

・今回視察させて頂いた箕面市では平成２５年度の状況で、保育所として公立３か所、私立１７か所、幼稚園と

して公立５か所、私立７か所であるが、待機児童に対して、単に保育所を増やすのではなく、私立の幼稚園を３

歳から５歳までの受け皿として保育時間の延長や夏休みなど長期休業中も預かり保育を実施するという「子育て

応援幼稚園」といった施策を行っている。ここでは幼稚園と保護者の両方に補助金を出し、保護者の就労に関わ

らず入園できる。又、保育所施設を増やすのではなく、既存の幼稚園施設を活用し、公立の幼稚園や保育所を民

営化させる方法等で、財政的にも先を見据えた子育て支援に取り組んでいることを学ぶことができた。これから

もこの取り組みを注視して行きたい。 



 

（２）【天王寺区】  「あなたの声をつなげ隊」施策について 

●区の概要、 

 ■人口 ７４，７７６人（平成２７年４月1日現在） 

 ■面積 ４．８ｋ㎡ 

 ■特徴  

・大阪の中心地でありながら閑静で品がよく、歴史がある。特に天王寺エリアの北部は人気がある。 寺院が 

 多く存在し、そこを縫って通る歴史の散歩道は風情がある。町台地から西側へ多くの坂道があり見晴らし 

 がよく、坂それぞれが違う顔をもっていている。 

・交通の便がよく、繁華街のミナミに近い。奈良・伊勢へも近鉄特急で直通・便利。 

・大阪随一の文教地区。有名私立高校、有名府立高校が集中して立地。  

・真田幸村ゆかりの地として注目を集めており、ＮＨＫ２０１６年に大河ドラマ「真田丸」が放送される。 

■水谷翔太区長（３０歳）からの挨拶 

・大阪市の区長公募のニュースを見て応募し、3年半前に区長に就任した。大阪市には橋下市長という非常 

 にエキセントリックな物議をかもすリーダーがいる、ここでなら自分の思っている事をぶつけることがで 

 きると思った。 

・元々、４７都道府県の下になる１つ１つの市町村や区において、将来への備えや未来を切り開くモデルを 

作りそれを全国に広げようと学生の頃から考えていた。NHKの記者時代、現地取材をしていてなんとな 

く肌が合ったのが天王寺区である。又、統計的なことを調べると人口の半分が４０歳代以下で、自分にも 

今２歳の子どもがいるので取り組みたい政策のイメージもあった。 

・２００余りの寺社仏閣といった歴史的資源があるのに、知名度が大阪内で留まっているのがもったいない。 

もう少し追加投資をすればもっとよくなるのではないかという可能性を感じたので、天王寺区の区長公募 

を選んだ。 

 

●視察の目的 

・天王寺区実施「あなたの声をつなげ隊」の取り組みを通した若い世代の声を吸い上げる政策の実現につい 

 て 

 

●施策の概要 

■区民の声集約チーム～てんのうじ「あなたの声をつなげ隊」について 

＜設置＞ 

・水谷区長就任後の平成２４年８月1日、区民の声の集約プロセスを強化することを目的として、区民の声集約

チーム～てんのうじ「あなたの声をつなげ隊」を結成した。 

 

＜活動の概要＞ 

・１８名の区役所職員（営業マンチーム）が、公園やスーパーなどに出向き、日頃、区政に対する発言の機会を

持てない区民（サイレントマジョリティー）の方々を対象に直接意見を聴取。聴取した意見を施策・事業など区

政運営に反映。現在は、区の施策・事業の紹介や利用推奨など広報にも力を入れ活動中。 

 

＜主な活動の実績＞ 

実施年度 

意見聴取人数 

主な意見 意見をもとに実施した施策・事業 

平成２４年度 

１,７７８人 

＜主なテーマ＞ 

区長への展望 

区将来ビジョン 

・子どもの就職難、若者が希望を持てる

ように 

・中学生、高校生を対象にインターンシップ

事業（ＪＡＸＡ（ジャクサ）等）（平成２５年

度～） 

・保育所の増設 ・こでまり保育所を開所（平成２５年７月） 

・独居高齢者の見守り訪問 ・独居高齢者見守りサポーター事業（平成２

５年度～） 

平成２５年度 

２,３８９人 

＜主なテーマ＞ 

子育て支援 

・予防接種、子どもの体験、教育、親子

参加の機会の充実や利用しやすい措置 

・子育てスタート応援事業（子育て応援券）

（平成２６年度～） 

・子育ての情報をわかりやすく提供 ・子育てナビゲーション（スマートフォンア

プリ版「ぎゅっと！」の構築・配信（平成２６

年度～） 



平成２６年度 

２,０８６人 

＜主なテーマ＞ 

区政への要望 

・防犯カメラの増設 ・平成２５年度１０台、平成２６年度１０台、

平成２７年度３０台の予定（全小学校区） 

・観光マップ、スポットや名所案内 ・真田丸の顕彰碑、案内ロードサイン、ガイド

マップ（平成２７年度） 

 

＜背景＞ 

・天王寺区には７万６千人の区民が在住しているが、最近のインターネットや郵送方式のモニターアンケートな

どでのご意見聴取では、一定の区民からしか意見聴取ができない。 

・多くのあまり声を発しない区民、いわゆるサイレントマジョリティーの方々にご意見を伺うためには、意見が

来るのを待っているのではなくて、区役所側から飛び込んで行ってご意見を伺うということが必要であろうとい

うことで、「つなげ隊」の取り組みを進めてきた。 

・行政も今までの受け身的な意見集約の方法を変える必要があると考えた。 

・町で聴いてきたことをすぐに施策に展開するなどドラマのようなことが、新区長の発案で実行されている。 

 

＜営業マンチーム＞ 

・隊長は４０年区役所に勤務していたベテラン職員である。隊員には、区役所に興味を持っている人はあまりい

ないのでセールスマンになった気持ちで住民に接し、区役所は変わったとアピールすること。誠意を見せると相

手も意見を言ってくれる、あまり深追いはしないことと教育している。 

・１８名の構成は、正職員８名（事業戦略室）と現業の８名（危機管理課）の職員である。現業の方は、安全パ

トロール隊として自転車パトロールや防犯パトロールを行い、区内の施設等を熟知している。又、区役所に染ま

りきっていない若手職員も年に1～２名配置する。 

 

＜意見聴取の仕方＞ 

・人が沢山集り、比較的時間に余裕を持った区民や市民がいる所を訪れる。 

・子育て層の意見を聴く時は１～３歳児の健診や予防注射を受けに来ている保健センターなどに行く。又公園や

幼稚園バスなどのバス停も候補である。 

・マンションやアパート住まいの高齢者に関して、２０００世帯を訪問し３００世帯から意見を聴取し「独居高

齢者等見守りサポーター事業」を実施した。 

・説明する時は、あらかじめジャンル別のメニューや詳細なメニューなどを用意して、その人の関心事を引き出

せるよう工夫した。 

・聞き取りの男女比は、高齢者はほぼ同数であるが、それ以外では平均して１５対７５位で女性が多い。２０代

以下が少ないことと、３０代から５０代の男性からはなかなか意見が聞き取れないことなど今後の課題である。 

 

＜テーマの決め方＞ 

・実際の聞き取りからの施策、区長が自ら判断できる施策、区民の判断を仰ぎたい施策、予算に計上した観光や

教育等の施策、このタイミングでどうしても聞きたいといった施策等を年間計画などに沿って決めている。 

 

＜今後の検討事項＞ 

・区側の施策誘導にならないようにすることや、意見聞き取り現場の証拠としての複数人チーム体制の導入など。 

・職員の個性や人柄をもっと活用し信頼を得たいが、あまり個々人が思いを出しすぎると質問内容やデータにば

らつきが生じる恐れがあるので、バランスを考えて行きたい。 

 

＜議員活動に活かせないか＞ 

・議員は住民と接する機会が多いので意見を聴取しやすいと考えられるが、国政ほどではないにしろ、背負って

いる党派が見え隠れすると偏った意見となる恐れがある。例えば無作為抽出などと突き合わせるようなプロセス

なども有効と考えられる。 

 

■天王寺区 子育てスタート応援事業について 

＜きっかけ＞ 

・「あなたの声をつなげ隊」での意見聴取のなかで、子育て世代から子育ての仕方を学ぶ機会や子供が自然の中で

遊び運動する機会など、より利用しやすい「措置」が欲しいといった声が全体の半分近くを占めていた。 

・「子育てスタート応援券」は、行政区の権限を越えるのではないかという意見が市の内部であり、他の区と天王

寺区で子育てに関して大きな差が生じてしまうのは不公平である、ただ、各区に権限を移動していくというのが

今の方向性であり、市がひとつであるというのにこだわりすぎるのは如何なものかということで、市の幹部に説



明し最終的に認められ、平成２６年９月から交付開始した施策である。 

 

＜事業概要＞ 

・平成２６年４月1日以降に誕生した天王寺区に住民票があり、３か月検診受診者を持つ家庭を対象に、乳幼児

期から子どもの体験・教育の機会等を提供するサービス（英語、音楽等の親子参加型講座、託児サービス、産後

育児支援等）や任意予防接種（インフルエンザ、おたふくかぜ等）などに利用できる子育て応援券（１人１万円

分（５００円分×２０枚）、２歳の誕生日まで有効）を交付する。 

・応援券は区内で「天王寺区子育てスタート応援事業登録事業者」のステッカーを掲示している施設・店舗など

で利用できる。 

 

＜使用できるサービス＞ 

種 類 内 容 

子どもの体験・教育 ・親子参加型講座（英語・音楽教室、リトミック、親子プール等） 

子どもを預かる ・保育サービス（一時保育、病後児保育）、託児サービス 

養育者を支援 ・産後の育児、家事支援、助産師によるベビーマッサージ、親子ヨガ等 

任意予防接種 ・インフルエンザ（生後６か月から）、おたふくかぜ（１歳過ぎから） 

 

＜交付申請率＞ 

・交付申請率は、平成２６年４月～平成２７年４月出生者分 ８９％（対象者７６０人中６７４人） 

・６月末現在の交付数は６７１名 

 

＜申請方法・状況＞ 

・対象は天王寺区の保健福祉センター分館で毎月３ヶ月健診に来られた方である。申請書のハガキを同封してお

り、記入後、子育て応援スタート事業係り宛に届く。 

・事業を委託している日立システムが郵便局留で回収し、集まった分を区役所に持ってきてもらい、交付決定の

手続きを取る。天王寺区在住者でないと権利がないので、内容を住基サービスで確認する。 

・７割位はハガキを返送してくれるが、未申請者には３か月検診時にその場で訪ね、申請用紙に記入する形もと

っている。 

・健診に来られない方は保健師がアフターフォローの案内を出すので、その時応援券の申請書も提出するよう依

頼している。翌月の健診時にも来られない方は再び干渉する。 

・それでもだめな時は担当者から手紙や電話をする。 

・その結果、平成２６年４月から平成２７年４月出生分について対象７６２人中６７４人が申請している。 

・８９％だが、これは干渉していない６月末の状態であり、７月２８日の健診時に確認するので、ほぼ１００％

になる予定。 

 

＜サービス事業者＞ 

・利用できるサービス事業社は、昨年の開始当初は２２業者４１サービスである。ホームページなどで募集して、

平成２７年７月現在で２９事業社５１サービスとなっている。サービス事業社にはステッカーを入口などに表示

して貰っている。 

 

＜利用状況＞ 

・実際の利用は６月末現在で６７１人に交付したが、子どもの実数としては８２名、件数では１３９件、枚数で

は１０６３枚が実際の利用になっている。 

・利用率は１２％位である。２歳の誕生日まで使用できるので有効期間がまだあるので保管している人もいるよ

うだ。 

・子どもが小さい時は、英会話教室などは敬遠されがちであり、母親の養育支援や一時保育、冬場の１月になる

とインフルエンザの利用が多くなった。 

・１歳を過ぎると、おたふく風邪の利用もある。プールや公文などにも徐々に使用されている。 

 

＜今後＞ 

・子どもの年齢が１歳になると徐々には増えているが、まだ足りない部分もあるので、事業社とも相談をしてア

ンケートをとっている。その結果をまとめて検証するのが今後の課題である。 

・９月を目途に意見を集め、「子育てスタート応援券」がどのように区民に役立っているのか、今後の事業をどう



するのかなどをあわせて検証につなげて行こうというのがこれからの予定である。 

 

■天王寺区 子育てナビゲーション事業（スマホアプリ版）について 

＜事業概要＞ 

・子育てに忙しい養育者が、いつでもどこでも手軽に携帯電話（スマートフォン）を使って子育てに必要な情報

（イベント、施設情報、予防接種カレンダー等）を知ることができるよう、天王寺区子育て情報アプリ「ぎゅっ

と！」を平成２７年２月１４日から配信している。 

 

＜経過＞ 

・全国初になるのかと思っていたが、同時期に東京都世田谷区などでも開始している。政令指定都市の行政区単

位でこのアプリを作ったのは全国的にもなかったので、天王寺区でスタートした時は感無量であった。今後、大

阪市でも近隣の中央区や西区など幅広く展開していきたい。 

 

＜スマートホンの活用＞ 

・「あなたの声をつなげ隊」の意見聴取のなかで、平成２５年度に子育ての情報をわかりやすく提供してほしい、

スマートホンで見ることができればいいのにという意見が多かった。そこで、スマホアプリで子育て情報を届け

る「ぎゅっと！」というアプリを作った。 

・ただ、アプリに関しては、作ったが数ケ月後は誰もダウンロードしなくなり、インターネットの箱物になって

しまっていることが多くあるので、頻度も多く、日常的に利用してもらう「アプリ」にするにはどうすればいい

のかを考え、区長も自らこの分野の学会や、神奈川のオープンデーターの研究所主催の合宿にも参加し検討を行

った。 

・検討した結果、プシュ型機能とパーソナルＩＴが重要になることがわかった。プシュ型というのは、１度イン

ストールしておけば情報が自動的に随時更新される。・パーソナルＩＴは１０人いたら１０人に同じ情報が届く。

１０人の方々の子供の育成状況や住む場所などで個々に特化した情報が届く。この２つを備えたアプリ（iPhone

とアンドロイドからダウンロード可）を開発した。 

 

＜子育て情報アプリ＞ 

・ダウンロード数が現在の累計で１０４６件である。 

・アプリの目的は、「ぎゅっと！」を見ることによって、天王寺区に関するあらかたの子育て情報を手軽にすぐに

知ることができることである。 

・内容は施設情報、主に母親の興味があるのは幼稚園や保育などの子育て支援の施設、天王寺区だけではなく近

隣の区の施設情報も載せている。又、天王寺区の保育所の空き情報もアップしている。 

・園庭解放情報、子育てサロンの開催状況や子育てプラザで開催される講座の案内など、他には乳児健診、予防

接種の情報も載せている。 

・プッシュ式なので、あらかじめ子どもの年齢を登録しておくと該当するイベントなどを発信するのがこのアプ

リの売りである。 

・予防接種カレンダーを入れて管理できる。近隣のお出かけスポットのイベント情報も載せている。 

・区長が要望された子連れで行かれるカフェ情報、これは母親からの要望も多いが現在は３店しか載せていない、

子どもに対応したお店は関西には少ない、これからは敷居を低くして子連れに優しいカフェを増やしていきたい。 

・医療機関についても天王寺区の医師会の協力を得てホームページから情報を入手して全て載せる。子どもがか

かりそうな科の絞り込みもできる。例えば「アレルギー」で検索するとアレルギーに対応できる病院が出てくる。 

・救急対応の病院、虐待関係やＤＶ相談の電話番号も掲載させている 

 

＜アプリのデザイン等＞ 

・アプリは地元の業者ではなくて、佐賀県のCIOを務めている有名な研究者の方にお会いした。 

・業者を公募するにあたり監修役をお願いしセレクションの手伝ってもらい、その方の「天王寺区で何かおもし

ろそうなことをやるらしい」といった口コミのお蔭で、横浜の方の実績のある業者も入って来た。 

・ただ、すごい業者が参加してくれても、業者の心に火を付けないと良いものは出来ない。長年子育て支援の仕

事をしてきて熱い思いのある担当者のおかげで、業者も本気になったという現状もある。 

 

＜インターフェイスの共有化について＞ 

・今テクノロジーベースな社会が顕著化している。プッシュ型とパーソナル IT はユーザーサイトに立った時、

意味があると思ったので取り入れたが、インターフェイスの共通化には、区長としても腑に落ちていないところ

が沢山ある。国や各自治体との連携などコストがかかることでもあるので検討中である。 



 

＜データの鮮度＞ 

・内容の問い合わせは区役所に来るので、職員が内容を必ずチェックし、事業社とのやり取りを基本的に毎月１

回行い変更・修正をしている。施設情報は年に１回、３月・４月に大きな見直しをしている。区のお知らせは区

役所から事業社に依頼するが、最近では事業社の方から言ってくることもありレベルアップしている。 

・今後も常にデータの修正をしていく。開発も大変だったが、メンテナンスも大変である。 

 

＜今後＞ 

・今までは、情報を盛りだくさん載せることに重点を置いてきたが、載せすぎて毎月のメンテナンスが大変であ

る。実際使用するとまだまだ使い心地が悪いので、使いやすさを今年度の課題として挙げて行く。アプリの中で

もアンケートを取り、どのようにすればダウンロード数を増やすことができるか改修をしていく予定である。 

 

■所感 

・区役所の職員のチームが自ら街に出て行き、あまり積極的に意見を表明しない多くの区民から貴重なアイデア

を聴取するといった取り組みに新鮮さを感じた。 

・昨今の選挙における投票率の低さからも、主役であるはずの住民がやる気を出す良いきっかけになるのではと

思う。天王寺区では、今まで受け身であることからの変化として、３年半の間に「子育てスタート応援券」、「ス

マホアプリ（ぎゅっと！）」と着実に結果を出している。 

・昨日の箕面市４１歳の倉田市長、本日の天王寺区３０歳の水谷区長と、ともに若くて情熱的なリーダーが思い

切って施策を展開し、職員を奮い立たせ、一緒に未来を切り開いていこうという姿勢を感じることができた。こ

の２日間はとても充実した視察であり、ここで学んだ多くのことを流山市の市政に活かして行きたい。 


